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――――――――――――――――――――――――――――――――――――
FIT2012 開催報告

FIT運営委員会委員（ＨＣＧ企画幹事）
大塚真吾（神奈川工科大学）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
第11回情報科学技術フォーラムFIT2012が平成24年9月4日(火)から6日(木)まで，
法政大学 小金井キャンパスにおいて開催されました。FIT（Forum on Information
Technology）は，情報処理学会（IPSJ)と電子情報通信学会情報・システムソサイ
エティ（ISS）及びヒューマンコミュニケーショングループ（HCG)との合同で開催される
フ
ォーラムで，活気ある議論と企画，他分野研究者との交流などの実現を目標として
います。今年で11回目となるFIT2012は，参加者約1,500名，講演論文集掲載数約
600件，イベント企画数13件となり，多くの発表者，参加者が集まる盛大な会となり
ました。講演会場は多くの参加者で埋め尽くされて活発な議論がなされていました。
FIT学術賞表彰式においては，FIT2011ヤングリサーチャー賞13編，FIT2012論文賞
3編，FIT2012船井ベストペーパー賞3編，FIT2012船井業績賞の表彰が行われ，引
き続き，FIT2012 船井業績賞を受賞された公立はこだて未来大学学長の中島秀
之先生により「サイバーアシストからスマートシティへ：ITによる社会のデザ イン」と
いうタ
イトルの受賞記念講演があり，スマートシティに関する貴重なお話を伺うことができま
した。
会期中のイベント企画については，「e-サイエンス：超大規模実問題に挑戦するアル
ゴリズムと計算技術」，「ビジネスで生きる機械学習技術」，「スパース信号処理の最
前線」，「安心なスマートフォンの未来を考える～スマートフォン/タブレットの威力と
セ
キュリティ対策について」，「HTML5時代におけるサイバーワールドのインテグレーショ
ン」「スマートフォン実世界センシング×コンピューティング」などの講演会場は沢山の

参加者で埋め尽くされて活発な議論がなされており，参加者の最新技術の動向への
関心の高さがうかがえました。
次回(FIT2013)は，2013年9月4日（水）から6日（金）まで，鳥取大学 鳥取キャ ンパスで
開催されます。奮ってご発表，ご参加ください。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ヒューマンコミュニケーショングループ(HCG)シンポジウム2012 開催案内

HCGシンポジウム運営員会副委員長（ＨＣＧ企画幹事）
湯浅将英（東京電機大学）
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループ(HCG)として毎年１２月恒例
となりましたＨＣＧシンポジウムの開催をお知らせ致します．

会場：熊本市 くまもと森都心（しんとしん）プラザ  http://stsplaza.jp/
会期：2012/12/10(月)～12(水)

※事前参加締切 2012年11月23日までにお願いいたします．
http://2012.hcg-symposium.org/registration/

最新情報につきましては下記をご覧ください．
http://2012.hcg-symposium.org/

先日に発表申込を受付けましたが，昨年を上回る多数の申込があり，運営委員会
では多くの方に発表いただけることを大変うれしく思っております．たくさんの方に十分

に研究議論いただける場になるように，また，これからの時代の流れを新たに作り出
すパワーを生み出す場となるよう，委員一同準備を進めておりますのでどうぞよろしく
お願いいたします．

さらに本シンポジウムでは以降の企画を予定していますのでお知らせいたします．

招待講演には，京都大学霊長類研究所の友永雅己先生に「海のこころ，森のここ
ろ ―こころの起源に迫る比較認知科学―」と題して御講演いただきます．さらに，ヒ
ューマンコミュニケーション基礎研究会（ＨＣＳ研究会）による「コミュニ ケーション
 の進
化と未来：霊長類からジェミノイドまで」と題したパネルディスカッションも 予定して
おり，
情報コミュニケーションシステムの将来像を議論します．



マルチメディア・仮想環境基礎（ＭＶＥ研究会）では，「マルチスクリーン連携技術の現

状と未来」と題し，スマートフォン，タブレット，スマートテレビ，デジタル サイネー
ジ等，
我々の生活空間にあるマルチスクリーンの連携技術の現状と未来を議論します．未
来世代から見たコミュニケーション科学の魅力と学習意欲向上研究会（ＣＭＬ研究
会）では，企画タイトル「未来世代に学ぶ －被災地の高校生との交流を通じて学ん
だこと，それを学会の未来につなぐ」とし，ＣＭＬ研究会のこれまでの活動報告と基調
講演をおこないます．引き続き，パネルディスカッションによりＣＭＬの今後の活動につ

いて広く意見を求め討論します．

さらに，食メディア研究会（ＣＥＡ研究会）の企画により，味の素株式会社の佐伯俊
則様に「うま味の科学－おいしく食べて，健康づくり」と題して御講演いただく予定で
 す．

以上の企画とともに，皆様の口頭発表とインタラクティブ発表も活発な議論が行われ
ると期待しております．

シンポジウムでの活発な研究議論とともに，熊本交通センターホテルにて開催される
懇親会にもぜひ御参加いただきたいと思います．懇親会では，食メディア研究会によ
るテイスティング（うま味の相乗効果の体験）も計画しています．研究の議論・交流と
ともに食を楽しむ重要な場として，ぜひとも御参加ください．なお，観光協会や企業か
らのご支援により，事前登録を行った学生の懇親会費は無料といたしました．事前に
懇親会参加の申し込みが必要ですのでお忘れの無いようお願いいたします．

なお，シンポジウム会場は熊本駅前で，2011年に全線が開業した九州新幹線でアク
セスしていただくこともできます．ぜひ熊本にて，日本三名城の一つである熊本城の美
しさと，馬刺しや太平燕などの食も満喫頂ければと思います．

HCGシンポジウムでは新しいことを生み出す場となることを目標としております．様々な
分野から多くの方にお集まりいただき，御発表，御議論いただくこと，さらにシンポジウ

ムを十分に楽しんでいただきたいと思っております．皆さま，奮って御参加ください．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ヒューマンコミュニケーショングループ研究会・関連行事について、
詳しくはHCG ホームページ http://www.ieice.org/hcg/jpn/ をご覧ください。
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